エコマーク商品類型No.155「複写機・プリンタなどの画像機器Version1」付属証明書
[リユースに配慮した複写機等]

本付属証明書は、エコマーク商品類型「複写機・プリンタなどの画像機器Version1」のエコマーク使用申込を行う際に、「エコマーク商品認定・使用申込書」とともに提出して下さい。

	申込日：20
	年
	
	月
	
	日

	申込商品ブランド名
	

	申込者(会社名)
	



	＜付属証明書の作成方法＞
1. 申込製品に関する必要事項を「記入欄」、「適合/不適合」にチェックまたは記載して下さい。
2. 「添付証明書」欄の各証明書を用意して下さい。各証明書は、本付属証明書と併せてエコマーク商品認定・使用申込時に提出して下さい。
「添付証明書」に網かけのある「項目」は、添付証明書の提出は不要です。
3. 各証明書の作成は(記入表)を参照して下さい。
4. 「添付証明書」の作成は「添付証明書の発行者」欄を確認して下さい。



	項目
	記入欄／添付資料　※該当する事項をチェックして下さい

	エコマーク表示(予定)の媒体について記載下さい。
※原則として製品、包装、取扱説明書、商品説明書(パンフレットなど)等にエコマークを表示すること
	[bookmark: チェック9]表示媒体：□製品　／ □包装　／□取扱説明書
□商品説明書(カタログ・リーフレット)　／　□Web 
□その他【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】


	エコマーク表示予定設計図

エコマークの表示方法はエコマーク使用の手引を参照下さい。
	エコマーク表示予定設計図(書式自由・原稿)をご提出下さい。


	
	エコマークを表示しない(予定)場合はその理由を右欄に記載下さい。
【　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　】



	項目
	記入欄
※該当する事項をチェックして下さい
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	用語の定義に従う、「リユースに配慮した複合機等」に合致する。
	□はい／□いいえ
	
	

	新造機でエコマーク認定を受けた際のVersionおよび認定番号
	
	
	




	本申込（商品区分）のベースとなる機器を以下に記入して下さい

	
	記入欄　※該当する事項をチェック・記入して下さい

	型式・品番名
	

	種類
	□複写機　／　□プリンタ　／　□ファクシミリ　／　□スキャナ　／　□複合機　／　□業務用　　　　　　　　　　　　　　　　

	サイズ形式
	□標準形式(A3判　□対応　□非対応)　／　□大判形式(最大印字幅：       )　／　□小判形式

	印字方式
(スキャナは記入不要)
	□電子写真　／　□インクジェット　／　□高性能IJ　／　□感熱　／　□染料昇華
□インパクト　／　□固体インク　／　□熱転写

	モノクロ／カラー対応
	□カラー　／　□モノクロ

	色材カートリッジ・容器
(色材カートリッジ・容器を使用していない場合には、記入不要)
	□トナーカートリッジ　／　□トナー容器　／　□インクカートリッジ　／　□インク容器
□インクリボンカートリッジ
	カートリッジ・容器の品番名
	エコマーク認定番号
(認定を受けている場合)
	記入表155-7に記載の名称
※同じ場合省略可
	SDSに記載の名称
※同じ場合省略可
	Ames試験結果に記載の名称(SDSにAmes試験結果の記載がない場合)
※同じ場合省略可

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




	主な使用用途
	□一般オフィス　／　□家庭用　／　□その他[      　　　　　　       ]


本申込において、認定基準書6.「(1)商品区分、表示など」の同一構造機器に該当し、同一商品区分として申請する機器を以下に記入して下さい。
	型式・品番名
	

	種類
	□複写機　／　□プリンタ　／　□ファクシミリ　／　□スキャナ　／　□複合機　／　□業務用

	サイズ形式
	□標準形式(A3判　□対応　□非対応）　／　□大判形式(最大印字幅：   )　／　□小判形式

	印字方式
(スキャナは記入不要)
	□電子写真　／　□インクジェット　／　□高性能IJ　／　□感熱　／　□染料昇華
□インパクト　／　□固体インク　／　□熱転写

	モノクロ／カラー対応
	□カラー　／　□モノクロ

	色材カートリッジ・容器
(色材カートリッジ・容器を使用していない場合には、記入不要)
	□トナーカートリッジ　／　□トナー容器　／　□インクカートリッジ　／　□インク容器
□インクリボンカートリッジ
	カートリッジ・容器の品番名
	エコマーク認定番号
(認定を受けている場合)
	記入表155-7に記載の名称
※同じ場合省略可
	SDSに記載の名称
※同じ場合省略可
	Ames試験結果に記載の名称(SDSにAmes試験結果の記載がない場合)
※同じ場合省略可

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	




	主な使用用途
	□一般オフィス　／　□家庭用　／　□その他[             ]

	ベース機器との相違点
	同一構造の筐体を使用した機器(基本設計が同一)である　　□はい　／□いいえ

（相違する項目）
□プリント速度　／　□自動両面機能の有無　／　□給排紙カセット等の有無　／　
□無線LAN、USB ポート、FAX ポート等の付属機能の追加　／　□筐体色　／　
□上記以外（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


※本申込において、3種類以上の型式・品番がある場合には、上記表を複写して追加下さい。


＜リユースに配慮した複写機(コピー機)等＞
	


項目
	基準概要＆記入欄
	適合/不適合
	添付証明書
	添付証明書の
発行者

	a.
	製造時にリユースを行なうシステムが構築･維持され、そのシステムから製造されている
	　□　はい
　□　いいえ
	
	

	
	a-1. リユース工程の説明(製造ラインの説明として、「専用ライン」または「新造機と同等の製造ライン」のどちらに該当するか)
	□　再生型機
□　部品リユース型機
	製品カタログ、ウェブサイトの説明部分、もしくは説明文書等
	

	
	a-2. 部品リユース率(質量比)
「再生型機」については、一製品に対する平均のリユース部品の使用率とする。
「部品リユース型機」については、同等の製造ラインで一定期間に製造された全製品に対する、同等機種に使用された全リユース部品の使用率とする。
	
	部品リユース率(質量比)が分かる資料
実績が無い場合には、左記資料の提出
	

	
	実績が無い場合は、生産開始時における「リユースの生産計画」、他の同等の製品の部品リユース率(実績)、および計画上の部品リユース率(可能率)を提出する
	□　はい
□　いいえ
	
	

	
	リユースの元となる製品の回収実績、回収された製品のうちリユース部品として使用できる量、およびリユース実績や部品リユース率などに関するヒアリングについてエコマーク事務局からの求めに応じる
	□　はい
□　いいえ
	
	

	b.
	b. 「リユースに配慮した複写機等」の元となった新造機が認定された商品類型名およびVersionを付属証明書に記載する
	エコマーク商品類型No.　　　　
Version　　.　　
認定番号：[　　　　　　　　　　　　]

	
	【提出が必要な書類】

	
	◆国際エネルギースタープログラムへの適合
国際エネルギースタープログラムの「画像機器の製品基準」に適合する
＜基準値＞
□ エネルギースタープログラムVersion3.0
□ エネルギースタープログラムVersion2.0
□ エネルギースタープログラムVersion1.1
□ エネルギースタープログラムVersion1.0
	　□　はい
　□　いいえ
	「国際エネルギースターロゴ使用製品届出書」等
(申込時の提出が困難な場合、念書の提出)
	担当者

	
	◆トナーカートリッジの再使用・マテリアルリサイクル率
回収したトナーカートリッジの部品の再使用・マテリアルリサイクル率が回収した使用済製品全体の質量(トナーを除く)に対して50%以上である
	□　はい
　□　いいえ
□トナーカートリッジの使用なし
	トナーカートリッジの総質量、部品の再使用・マテリアルリサイクル率および再使用・マテリアルリサイクル用途を記載した説明文書(記入表4等、旧書式可)
	管理責任者または担当者

	
	◆トナーカートリッジ・トナー容器の再資源化率
回収したトナーカートリッジまたはトナー容器の再資源化率が回収した使用済製品全体の質量(トナーを除く)に対して、95%以上である
	　□　はい
　□　いいえ
	「はい」の場合、
再資源化率および再資源化できない部分についての処理・処分の体制が整備されていること(処理能力、処理内容など)の説明文書(記入表4等、旧書式可)
	管理責任者または担当者

	
	回収したトナーカートリッジまたはトナー容器の再資源化できない部分は、減量化等が行われた上で、適正処理され、単純埋立されない
	□　はい
　□　いいえ
	
	

	
	◆製品の再資源化率
(新造機がNo.155認定商品に限る)
回収された機器の再資源化率が75%以上である
	□　はい
　□　いいえ
	記入表155-4
	管理責任者または担当者

	
	◆工場の環境法規順守証明書
申込商品の製造にあたって、最終製造工程を行う工場が立地している地域の環境法規等を順守している
	　□　はい
　□　いいえ
	記入表8
	製品組立工場の工場長

	
	申込日より過去5年間の環境法規等の違反がない。もしくは、違反があった場合には、すでに適正な改善をはかり再発防止策を講じ、以後は関連する環境法規等を適正に順守している
	　□　はい
　□　いいえ
	
	

	
	◆以下をご記入のうえ、認定基準に係る変更点に関する証明書を添付して下さい。
　・プラスチック製筐体部品
　　□変更なし　／　□あり
　　ありの場合、プラスチック材料リスト等の提出が必要です。

　・製品速度
　　□変更なし　／　□あり
ありの場合、自動両面機能、有害物質の放散、騒音等の証明書類(試験結果など)の提出が必要な場合があります。

・包装材料
　□認定基準に係る変更あり　／　□なし
　　　ありの場合、変更に係る証明書類の提出が必要です。

 ・その他の認定基準に係る変更点
　　　□あり　／　□なし
	＜変更点を以下に記載して下さい＞




また、関係する証明書を添付して下さい。



	
	
	

	4-1-4.
(32)
	回収・リサイクル、省資源、省エネ、および人体への影響に関わる事項(下表)をユーザーに情報提供する
情報提供の手段は、取扱説明書に分かりやすく記載することを基本とし、ウェブサイト、リーフレットなどを活用して幅広く行うように努めること。
ただし、1)、 2)および3)aについては、ウェブサイト、リーフレットなどで最新情報または詳細に情報を提供している場合には、取扱説明書に記載しているものと同等と認める。
	□　はい
　□　いいえ
	ユーザーへの情報を記載した取扱説明書、ウェブサイト、リーフレットなどの該当部分の写し
	

	
		項　　　目
	記載

	1) 回収・リサイクル、適正な廃棄に関する情報
a. 使用後の機器の回収に関する具体的な情報(回収方法、回収連絡先等)
	□あり/□なし
□回収・リサイクルシステムを有しない機器

	b. 機器の廃棄に関する情報
	□あり/□なし
□回収・リサイクルシステムを有する機器

	c. 使用後の消耗品(色材カートリッジ・容器、感光体ドラム等)に関する回収、再使用、マテリアルリサイクル、再資源化または廃棄物処理情報(回収方法、回収連絡先等も含む)、インクリボンカートリッジ等の廃棄物処理情報
	□あり/□なし
□対象外

	  d. 使用後の二次電池の回収・リサイクルに関する情報
	□あり/□なし
□二次電池を使用しない

	2) 省資源に関する情報
a. 使用できる用紙に関する情報提供
	
□あり/□なし
□スキャナ(対象外)

	b. 自動両面機能に関する説明。なお、自動両面印刷機能を有さない機器にあっては印刷用紙の使用量を削減できる機能に関する情報
	□あり/□なし
□スキャナ(対象外)

	3) 省エネに関する情報
a. 国際エネルギースタープログラムに基づく消費電力(量)の記載
　ただし、法律等により消費電力(量)(エネルギー消費効率、定格消費電力等)の表示が求められる機器にあっては、この消費電力(量)とともに非稼働時(待機時等)の消費電力を表示することで、上記の記載に代えることができるものとする
	□あり/□なし

	b. 省エネに繋がる使い方、設定方法
	□あり/□なし

	4) 人体への影響に関わる情報
A．製品の使用時の注意事項
a. 機器使用時の換気に関する情報(例えば、機器の初期導入時、換気の悪い部屋での長時間の使用回避、または大量複写/印刷時の適切な換気を励行する等)
	

□あり/□なし
□対象外

	b. 有害物質の放散に関してエコマーク基準(または、DE-UZ219、DE-UZ205、RAL-UZ171等)に基づく試験に適合していることの表示
	□あり/□なし
□対象外

	c. オゾンまたは粉塵フィルターの交換に関する情報
	□あり/□なし
□対象外

	B. 色材カートリッジ/容器
a. 正しい使用方法(交換方法)
	□あり/□なし
□対象外

	b. トナーカートリッジ/容器については、無理に開けてはならないこと
	□あり/□なし
□対象外

	c. 不適切な取り扱いの結果トナーからの粉塵が漏れ出した場合には、粉塵の吸入および皮膚接触を避けるべきこと(トナーカートリッジ/容器)
	□あり/□なし
□対象外

	d. トナー/インクが服や手についた場合、および万一、目や口などに入った場合の処置
	□あり/□なし
□対象外

	e.子供の手が届かない場所に保管するべきこと、および誤って子供がトナー/インクを飲んでしまった場合の処置
	□あり/□なし
□対象外





[bookmark: _GoBack]
